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6ThemanintheCelestialSphere'

-SMgs""助〃たの世界一

早 川 正 信

So"gsα蝿So"efsにおいてDonneが描いている男

女の愛の世界はA、 J.Smithによれば0serious'なも

のと @extravagant'なもの(1)との相剋であるように

思われる。 Donneが生きた時代は14世紀にその端を発

し'5.6世紀にヨーロッパ大陸で絢燗たる花を咲かせたル

ネサンスの風がイギリスにも吹き寄せた時である。従っ

てこの時代は中世的な禁欲と秩序の続が緩み一方には神

と，一方には新しく勃興した科学が混然と同居している

状態であった(2)。とりわけイギリスでは全盛のエリザ

ベス朝が終焉をつげシエームズ王が君臨するにつれて一

層複雑な不安が無気味な腫瘍のように随所に吹き出す次

の時代への過渡期であったのである。このような時流で

演ぜられる男女の愛も又，太陽に向い雄々しく立つよう

な溢ふれるばかりの人間性の発揚という形態をとらなく

なるのは当然と思われる。愛の具体的発現は解放的又は

集団的方向ではなくいきおい密室的・個人的傾向に陥る

のである(3)o

So"gsα”dSo""sにおいてもこの愛の具体的表現で

ある個人的愛は詩人と恋人のく個＞とく個＞がく一＞な

るものに合一してしまうという形でなされる。＜一＞な

るものに合一した愛は頑ななまでに密室閉鎖的であり

「巧妙に造られた壷」 （4）を思わせるまでである。しか

しさしも固いこの壷が敢えなく崩潰の危機に直面する場

合が生ずる。それは詩人と恋人の「別離」という試練に

おいて惹起される。So"gs""dSo"etsではこのように

して合一された世界の成立と崩壊がDonneの愛に関す

る哲学の重要な支柱の同一原理の二面的展開であると考

えられる。つまり愛のddramatic'な演技の極がこのよ

うな強い感情を引き起す二つの事実において集約的に見

られるからに他ならない。この二面の展開は愛の多様性

の根本原因を宿す@sphere'を造るものであり多岐なる

諸現象は集約的にここに拠って来ると思われるのであ

る。小稿に於てはく一＞なる世界が作られ又はく一＞な

る世界が潰れる際に見られる要素と現象を通して中世的

叡知人Donneが0LoveSong'に託したものを考察す

ることである。

[1]

So"gsc"dSo"efs55編にく合->が強く現われる場

合と特徴を考えてふたい。これらについては一般的には

@SatisfiedLove' の極として取り上げられて来た詩の

中で特にここではGTheGood-Morrow' , $TheSun

Rising' , @TheCanonization@ を中心として考えた

い(5)。 しかし従来@SatisfiedLove' として考えら

れているような愛の‘洸惚の外面的現象ではなくく合一＞

を起す要素がいかに働いているかを見ることである。 ：

Iwonderbymytroth,whatthouandl

Did， tillwelov，．？Wereweenotwean'dtill

then？

Butsuck，doncountrypleasures， childishly？

Orsnortedweeinthesevensleeper'sden？

'Twasso;butthis, allpleasurefanciesbe.

Ifeveranybeautyldidsee,

WhichIdesir'dandgot, 'twasbutadreame

ofthee・

Andnowgoodmorrowtoourwakingsouls,

Whichwatchnotoneanotheroutoffear ;

Forloveall loveofothersightscontrols,

Andmakesonelittleroomaneverywhere.

Letsea-discovererstonewworldhavegone,
｡

Letmapstoother,worldsonworldshave

showne,

Letuspossesseoneworld,eachhathone,and

lsone．

Myfaceinthineeye, thineinmineappeares,

Andtrueplaineheartsdoeinthefacesrest,

Wherecanwefindetwobetterhemispheres

WithoutsharpeNorth，withoutdecliningWest？

Whateverdyes,wasnotmixtequally;

Ifourtwolovesbeone,or,thouandl
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くに従い愛は0Satietied'されたものとなる。Lovesoalike,thatnonedoeflacken,none

candie． ・

(TheGood-Morrow: 1-21)
Love,allalike,nOseasonknows,norclyme

Norhoures,days,moneths,whicharethe

raysoftime.

(TheSunneRising: 9-10)
この詩で詩人は恋人の裏切りには一切疑問をいだいて

おらぬように振舞い世俗の出来事には頓着せず南風の薫

ずる丘の上に立つかのようである。 ともかくも「好まし

き愛の半球」に行こうと告げる。その半球は,Without

North'であり 6withoutWest'である時間．空間を超

えたものでありもはや世俗的尺度計では測れないOtime-

less' (6)である愛の桃源境であるに違いない。 彼らの

愛以外のものは全て彼らの愛に優らず全て無意味なもの

となる。更には現世からのがれたいという逃避的色彩を

も見出すことも出来る。

愛がこの世の尺度を超えることは先の場合と同じであ

る。更に

She'sallStatesandallPrinces,I,

Nothingelseis.

(TheSunneRising: 21-22)

Alas,aswellasotherPrinces,wee,

(WhoPrinceenoughinoneanotherbee,)

(Anniversarie : 13-14)Andmakeonelittleroomaneverywhere,

(TheGood-Morrowll)

詩人は時間・季節を支配する大地球の運行をも超越し

た宇宙の王者となり王国は宇宙の中心となる｡dThisbed

thycenteris,/Therewalksthysphere.'(8)の意味

は科学によって覆えされた天動説の擁護でありそれほど

qbed'は確かなものなのである。 0TheGood-Morrow'

においては渡洋や故事が愛の防波堤であったように中

世的宇宙の「秩序」をとりもどすことにより時代への

0Rebel'をなしていると言えよう(9)。 この展開はdThe

Canonization'に至って一層甚だしいものとなる。詩人

は冒頭にて早くも

小さく 0seclude'された部屋は詩人にとって安住の場

となり中世武士の鎧を身にまった詩人を連想させるもの

である。もし詩人が当時のごく一般的な若者のように血

気にはやる若者で新大陸の踏破や対蹄地征服の野心に燃

えていたとすればこの0seclusion'はかびの臭いのする

Gden'にすぎなかったであろう。しかし詩人は一般的世

情には背を向け堅く身を曲げ自己を守るかのような姿勢

をとるのである。更にGonelittleroom'を誰にも侵さ

れぬ確かなものにするため当時流行していた新科学と地

理上の発見に関するイメージを駆使して愛の世界を「掩

護」している。この方法はく一＞なる世界の安全確保の

ために物理的な反作用性を利用すると言う形でなされて

いる。換言すれば詩人の視点や関りのある地点を当時の

人々に魅力あらしめたものに置きこれを押しやるように

否定することにより確かな世界にこもれることになるの

である。言及が魅力ある事物に及べば及ぶ程く一＞なる

世界は反比例的に狭小となる。

ForGodsakeholdyourtongue,andletme

love

Orchidemypalsieormygoat

Myfivegrayhaires,orruin'dfortuneflout,･･･

(TheCanonization: 1-3)

と不明の友に向って心境を打ち明けている。半ば自ら

を噸笑するような態度で他人の干渉を振り切ろうとして

いる。Letuspossesseoneworld.

(TheGood-Morrowl4)

Alas， alas，who，sinjuredbymylove？

Whatmerchant'sshipshavemysights

drown'．？

Whosaismy teareshaveoverflow'dhis

ground？

Whendidmycoldsaforwardspringremove？

Whendidtheheatswhichmyveinsfill

Addonemoretotheplaguicbill ？

なる気持が一段と浮き彫りにされて来る。このように見

ればく一＞なる世界にこもる人々はGSatisfied'な状態

でありながらも時代のもたらす「恐怖」というものを引

き被りややすれば頽廃的に見える場合さえある。

dTheSunRising'ではこの言及が太陽にまで延長さ

れることとなりJ.Bennettが指摘しているように(7),

OBusyoldfool…， という型破りな冒頭から第三連に行
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St.Lucy'sDay,BeingtheshortestDay'を中心に論

ずることとする(12)。 これらの中では「壷」が空虚な

「抜殻(Carcase)」に変る場合が多い。 6Carcase'

は詩人が旅立とうとする時「壷」の中にきつく入りこん

だ彼と恋人の両性の魂が抜け出る場合に起る｡だから
CCarcase'は｢別離｣が原因で惹起されるものである(13)。

dTheSong'では最初に何故別離が行われなければな

らぬかを言いわけめいた口調でのべる。第一連では「別

離」は「死」に善えられ「一度は死なねばならぬ身であ

るから……」と死の深刻なることを引合いに出し別離の

深刻を緩めようとしている。しかし詩人自らが不安を漏

らしてしまう。 第三連は @Ohowfeebleismans

power…，(14）と人間の非力を嘆き第四連では6-S' ,

0-'st' Eth-'の音が入り乱れて出現し二人の吐く溜

息がお互いの魂を削る苦悶が表現されている。

Soldiersfindewarres,andLawyersfindeout

still

Litigiousmen,,whichquarrelesmove

Thoughsheandldolove.

(TheCanonization lO-18)

詩人はCLoveAffairs'を演ずる事が少しも第三者に

迷惑を及ぼさぬことを当時の傷害事件・金もうけ本位の

商船の行方・疫病死亡者名簿など日常茶飯でありながら

常に興奮と不安を惹起せしめた不吉な諸事件をもって愛

の世界を守っている。更にこの事柄は4fly' と 0taper'

の比嚥(10）で述べられるが0candle'の消滅が自らの命

をこがすのみだから他に迷惑のかからぬことを言う。こ

の二人だけが磨り減る「業」が溶け合うことにより彼等

は完全な個体になることを象徴している。

Sotooneneutralthingbothsexesfit,

Weedyeandrisethesame,andprove

Mysteriousbythislove.

(TheCanonization: 25-27)

Whenthousigh'st, thousigh'stnotwinde

Butsigh'stmysouleaway,

Whenthouweep'st, unkindlykind,

Mylifesblooddothdecay.

Itcannotbee

Thatthoulov'stmee,asthoUsay'st,

If inthinemylifethouwaste,

Thouartthebestofmee.

(TheSong. 25-32)

溶け合った自らの中に二人は dEagle'で象徴される

勇壮と 0Dove'によって引き起される優しげなものを見

出す(11)dこの喜びと調和は人間のなせる業でなく完

全に0Divine'なものとなる。しかしこの神々しいばか

りの展開は次の段階では何物かに怯えた「広所恐怖症」

なる症状をも呈してくる。 以上のように見て来ると人間の深淵を探ることが出来

る思考をもってしても知り得ない未知の世界に横たわる

無気味なものへの恐怖感に押し流され神のゑが知る未来

の展開に詩人は祈る気持になるのである。

Andifnopeaceofchronicleweeprove ;

We']lbuildinsonnetsprettyroomes :

Aswellawellwroughturnebecomes

Thegreatestashes,ashalfs-acretombs,

Andbythesehymnes, allshallapprove

UsCanoniz'dforLove
公

(TheCanonization 31-35)

Letnotthydivineheart

Forthinkemeanyill,

Destinymaytakethypart,

Andmaythyfearsfulfill ;

Butthinkethatwee

Arebutturn'dasidetosleepe ;

Theywhooneanotherkeepe

Alive,ne'rpartedbee.

(TheSong33-40)

遂に詩人は「半エーカーの墓」より「壷」の中に入り

たいという蟄居的心境に陥ってしまう。 「壷」には恐ら

く中世的模様が附してあり壷の中では恐怖から身を守る

本能的な防禦の形のように背を円め脚を折り怯えた詩人

の眼をのぞき見ることが出来るようである。

詩人は思わず叫びたくなる死の恐怖に駆られたのであ

ろうか詩行も短い先を急ぐ調子の一連で「別離」の試練

に耐えようとしている。このように荒海にのり出す船旅

の明暗のイメージに「壷」の崩潰の過程を託しているが

これの延長である｢水｣はGAValediction: ofWeeping'

[I)

次にこのようにして出来た「壷」が潰れる場合を見て

行きたい。特にこの現象が強く現われる 4TheSong' ,

CAValediction: ofweeping' , @ANocturnallupon
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などに見られる「涙」の形で二人の住む丸い天球につい

て我灸に語りかける。

Allothers,fromallthings,drawthat'sgood,

Life,soule,forme,spirit,wheretheybeeing

have,

I,byloveslimbecke,amthegrave

Ofall,that'snothing. Oftaflood

Havewetwowept,andso

Drownedtheworld, ustwo; oftdidwegrow

Tobetwochaoses,whenwedidshow

Caretooughtelse; andofabsences

Withdrewoursoules,andmadeuscarcasses.

(ANocturnallUponSt・Lucy'sday,

Beingtheshortestday l9-27)

Letmepowreforth,

Mytearesbeforethyface,whilstlstayhere,

Forthyfacecoinesthem,and thystampe

theybeare,

Andby thisMintage theyaresomething

worth,
、

Forthusthybee

Pregnantofthee;

Fruitsofmuchgriefetheyare, emblemsof

nlore，

Whenatearefalls, thatthoufalstwhichit

bore,

Sothouandlarenothingthem,whenona

divesshore,

(AValediction: ofweeping l-9)

詩人にとり寒空に死んだ彼女への愛は0nothing'な

ものと言い更にそれを昇華して4Quintessense'(17)なる

世界の森羅万象を形成する「形相・質料」を含めたもの

にまでしている。悲しみの中にも「無」を通して永久な

る根源的なものへ向いたいと言う詩人の願いを聞くこと

が出来る。

二人の存在する世界が涙の中に現われるが遂に頬をつ

たい落ちてしまう。その後は丁度「二人が違った土地に

居る」 ような 0nothing' に帰すというのである。

6Fruitsofmuchgriefetheyare, emblemsofmore'

は二人の世界の有意義性を述べるものであろう。従って

涙が落ちるとき愛の小宇宙が崩潰しDonne自らの世界

も消滅してしまう。第二連では涙は大地球儀となる。

0roundball'はdEurope' も d.Afric'も0Asia'をも

含む全世界図であり彼女がこれを具現している。恋人な

る彼女は詩人が海を渡る時にいだく不安と同様に不安を

内臓した存在なのである。

以上述べて来た事柄を総括的に見れば次の二つの点に

帰着する。

A B

第一はDonneの描く愛の世界の極は上の図に示され

るようなA, Bの二つであり夫々での愛のマイクロコズ

ムをM1の世界,M2の世界とする事が出来る。これらの

世界を覆う時代の文化的様相についてはJ.E.V.Crofts
⑥

がDonneについての著書@JohnDonne:AReconsider

ation'(18)でのべているように従来伝統を誇り支配的

立場を占めていたペトラルカ的讃辞とDonneの詩や

JosephHallらを含めた@strongline'一般が弁証法的

な相剋をなしていた時である。伝統的な中世からの宇宙

観が除去され「新らしきもの」と「古きもの」との潭沌

の時代であったと言ってもよいだろう。このような基調

をもちながらMlの世界は‐般的には@Satisfied'であ

るとして分類されて来たものである。この中で詩人の欲

求は一般に愛がいつもそうであるように周囲から隔絶さ

れたいという公式的なものとしてのゑ考えられぬよう

であるが，その欲求はかたくななまでに「のがれ」叉は

Aglobe, yeaworldbythat impressiongrow,

Tillthytearesmixtwithmindedoeoverflow

Thisworld,bywaterssent fromthee,my

heavendissolvedso.

(Avalediction: ofweeping l6-18)

幸福な愛の国はついに空が落ちて押し流されそうにな

るがこれはWilliamEmpsonの言う CAntediluvian'(15)

なものであり dunhappy'な事件を予告するものであろ

う(16)。詩人自身の航海の不安と婦人の貞節に対する当

時の倫理的な観点からの懸念とも考えられる。第三連で

はこのイメージは「溺死」の設定でなされる。世界は

CNoah'の洪水直後のそれのように0vacant'なもの，

つまり 6carcase'になってしまう。
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「逃避」の意識が働いているように思われる。つまり

dSatiSfied' という行動表現は「恐怖からののがれ」の

表現の一型類ではないかと思われる。 Donne自身の

4Love'sAlchemie'に用いられたであろう水銀のよう

に丸く小さくなりたいと願う心なのである。しかしこの

状態は詩人自身の内的な課題によって丸く固まろうとは

しない。また恋人の優しげな思いやりが詩人にその心を

惹起させているのでもない。その固く狭い部屋を作る工

匠はマイクロコズムM1と相互的関係をなすdActive'

な要素を周囲に見出しそれを否定することによって反作

用的にM1を守っている。もしM1と相互性をもちM,を

包承込む周囲をE1(Environment)と名づけるとすれば

E1の作用が強ければ強いほどM1は小さくなりしかも

密になるのである。詩行の中に見出せる現象という点か

らだけすれば詩人はM1の内側からE1に力を放射する

形となるがその放射のはね返りを利用するという形にな

るのである。詩人の態度は従って最終的には自らは行為

的ではなくむしろElに暗示をうながすことにより他律

的な性格を示すものであるとも言えよう。換言すれば静

かな心にとりつく不安に詩人は怯えるのである。

ところがBではM2とE2の関係がAの場合とは逆の

方向に要素が働いていると言えよう。それは「別離」と

いう重大事件のために「不安」を惹起することに起因す

る。 Donne自身の生涯を考えても言ることはM1にお

けるように世俗的流行に背を向けることはあったにせよ

国政の重要な地位を得た時は海外に渡航せざるを得ぬ場

合も多々ありもしその航海が成功を細め得たような時に

は彼は時代人としての意気を感じたのではないかと思わ

れる。しかしながらその高揚した意気も当時の航海その

もののように危きものであり寸分違えば急天直下，岱裡

と不安の淵へとたたきおとされる代物であったのであっ

たろう。のみならずA.J.Smithが述べているように当時

の6Love'の風俗からゑても 6Love'が一種の0sport'

であった('9)ことなどから婦人の貞操にかかわる不安が

ますます不安を増大させたのである。ここにDonneの

二律背反の妨僅が始まるのである。M2の世界はこのよ

うな心境が具体的な形として現われて来たものとして考

えられる。 「別離｣は当時では「この世から別離」すると

いう正真正銘の「死」に隣接していたからM1とは異る

「恐怖」に捉えられるわけである。現象の面では旅とい

5M2から外に出るという重大な放射が働くため逆に内

的な思惟が働くのである。先にのべた静かな所にとりつ

く不安に比して動こうと欲する心にとりつく不安とも言

えるのではないだろうか。このように考えてゑるとM1

におけるdSatisfied'された愛もM2における0Parting'

に起る愛もただそれだけではDonneの意図するもので

はないと言える。何故ならば前者は「晄惚なるものから

永遠」に後者は「無なるものから永遠」にという不安の

充満する現世から他の空間にのがれたいという一原理の

二面的展開とも言えるのである。この衝動がいわゆる

6meta-，なるものへの飛翔の誘因として考えられる。

第二はDonneはA, Bの世界を通じて肉体的愛をも

永遠なるものへの必然的過程として擁護している点であ

る。例えば

Whetherboththe lndian'sofspiceandMyne

Bewherethouleftstthem, orliehereWith

AskforthoseKingswhomthousaw'stmee

yesterday,

Andthoushaltheare,Allhereinonebedlay.

(TheSunneRising: 17-20)

というように太陽に向って4bed'の優位を主張する。

また愛する両者が「火のように身をこがす蛾」であり燃

え上る情火のために身を滅ぼしその中からCDivine'な

ものとなり飛び立つという次の一連からも肉体的愛を飛

翔させる詩人にとり肉体的愛は必然的な善なのである。

WeareTaperstoo,andatourownecostdie,

AndWeeinusfindethe @Eagle'and6Dove' .

ThePhoeniXridlehathmorewit

Byus,wetwobeingone,areit.

Sotooneneutrallthingbothsexesfit,

Weedyeandrisethefame,andprove

Mysteriousbythislove.

(TheCanonization: 21-27)

〔Ⅲ〕

ではDonneが標傍するところの「真の愛」とはいか

なるものであるか。当時の愛の風俗においては0Love'

は dsport' としての性格を持っていたことは先に述べ

た(20)。 しかしDonneにとっての愛の理想については

J.Bennett女史が示しているように愛妻Annに対す

るDonneの心境を書いた一文と詩行の一部に結論を見

出すことが出来る(21)。

Wehadnotoneanotheratsocheaparateasthat

weshouldeverbewearyofoneanother.(22）

Allotherthings, totheirdestructiondraw,
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この様なわけであったからDonneにとってのoLove'

の定義は中世の@Schola'派哲学に見られる古い@Astro-

nomy'に根拠を見出す。作品中0AirandAngels'

と 0TheEcstasy'に見られる Gspirit' と @soul'と

0body'の世界に安心立命の地を求める。 4Spiritual'な

愛は6soul'から成立ち4sense'により発現されるもの

である。ところが元来6sense'は0body'に具わって

いるとされるから qsoul'はその点においてdbody' と

結びつくことになる。このようにDonneのCbody'の

愛により dSpiritual'なものに到達出来るという構図は

Donneが単に高遠な理想と理解困難な教義の承によっ

て愛を考えたのではなく自己の生きた時代と愛の理想と

の関係が全くの空想でない事を裏づけるものである。

@AirandAngels'の第二連では当代の愛の在り方に厳

密な定義を与えている。

Onlyourlovehathnodecay;

This,notomorrowhath,noryesterday,

Runningitneverrunsfromusaway,

Buttruelykeepeshisfirst, last, everlasting

day.

(TheAnniversarie : 6-10)

かてて加えて当時一流の知識人として彼が持っていた

学殖と教養は彼を「自由・放縦」で頽廃にさえも結びつ

きがちな愛の表現よりも中世的な禁欲的道徳とまではい

かぬまでもその中に在った道徳律を加味して時代を生き

たいと考えたのではないかと思われる。だからHerbert.

J.C.GriersonのCDonoe'sLovePoetry'が示してい

るような「中世の恋歌の弱さは禁欲主義と相容れぬ点で

あった(23)」という点は 4dialectic'な表現と奇警を用

い巧象に前の時代の要素と当代の要素を混ぜ合わせてい

る。その奇抜な Gconceit'の中に0body'によって愛

が生まれ更に6soul'にまで高揚されねばならぬ道理

をGcynical'に展開しているのである。皮肉や椰楡は

SongsandSonetsの中で自由奔放にあばれ回るかに見

えるがDonneはところどころに皮肉や椰楡が自分を放

れて根なし草のように飛ばぬよう折にふれ自分の方に意

識的に引きよせているのがわかる。引きよせる力の拠り

どころはやはり中世的な思考によってなされるようであ

る。この心は, ElizabethDruryの一周期に書かれたと

思われる dAnAnatomieof theworld',TheFirst

Anniversarie'において感知される｡

Andnewphilosophycallsall indoubt,

Theelementoffireisquiteputout ;

TheSunislast,andth' earth, andnomans

wit

Ganwelldirecthimwherelookeforit.

Andfreelymenconfesse that thisworld's

spent,

WheninPlanets,andtheFirmament

Theyseekesomanynew,theyseethatthis

IscrumbledoutagainetohisAtomies.

'Tisall inpeeces, allcohaerencegone:

All justsupply, andallRelation:

Prince,SUbject,Father,Sonne,andthings

forgot,

Foreverymanalonethinkeshehathgot

TobeaPhoenix, andthatthencallbee

Noneofthatkinde,ofwhichheis,buthee.

(AnAnatomieoftheworld,TheFirst

Anniversarie 205-218)

Whilethustoballastlove,Ithought,

Andsomoresteddilytohavegone,

Withwareswhichwouldsinkeadmiration,

Isaw,Ihadlovespinnaceoverfraught,

Ev'rythyhaireforlovetoworkeupon

Ismuch toomuch,some fittermustbe

sought ;

Fornorinnothing, norinthings

Extreme,andscatteringbright,canlove

inhere;

(AirandAngels l5-20)

愛の存在の仕方は余りに行きすぎても不可能なもので

あり不足であっても不可能なのである。神が定めた摂理

による均等な姿でなければならないとする。丁度物質の

混合が均等である状態の時に生ずる調和なのであり先に

CTheGood-Morrow'で見たGIfourlovesbeone,

orthouandllovesoalike' (24)の一連が蘇えってく

る。J.Bennett女史によればこの状態の愛はlPtolemic

doctorineofcycleandepicycle'(25)であり 4cycle'と

qepicycle'はDivineなものに続く道を明示してく

れる。 このイメージはGAValediction: Forbidding

Mourning'においてもかの有名なコンパスの描く円に

より代表されるものであり旅に出ようとする詩人と残さ

れる恋人との関係が空間を貫いてなお持続されることを

願う気持に現われて来る。大陸を行く詩人が遠くに行け

ば行く程コンパスの支柱にあたる恋人の魂は傾斜せねば

ならぬのである。ともかく世間一般で演ぜられる愛は，

Dullsublunarylover'slove/(Whosesoul issense)

cannotadmit/Absence…(26)なものであるが彼等相
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Yeeldedtheirforces,sense,tous.

Noraredrossetous,butallay.

(TheExtasie 51-56）

互の愛は

Butwebyalove,somuchrefin'd

Thatourselvesknownotwhatitis,

Interassuredofthemind.

Carelesse,eyes,lips,andhandstomisse

(AValediction:Forbiddingmourning
17-20)

魂は肉体と結合することにより価値を高めこそすれ決

して価値を落すことにはならない。の承ならず肉体は魂

と魂の融合を密にするものでありその強さは6sense'の

介在によって益々強くなって行く。そのようにして結合

された魂は他のく一＞なる魂に流れ込み大宇宙をも貫ぬ

く完全に6Divine'なるものに高揚されるのである。

Donneが描く魂の結合が同時代の形而上詩人の中で

も肉体を台とする点では特異であることを指摘して

J.Bennett女史は次のように述べる。

なるものとなり @timeless'なものになる。 ｡The

Ecstasy'では男女両性のCsoul'の融合が4Complete'

なものの誘因となる。 双方から抜け出た魂は6Such

fingersneed toknit, That subtleknot'に変貌し

Gspirit'により｢合一｣された有機的存在に変ってしまう。

もともと人間の魂は4vital' , @sensitive' @rational'な

ものに分化されるが愛は再びこれらを混ぜ合せてく一＞

なるものにするのである。以前には微小であった魂が全

ての欠点をも被いきる遠大なものになる。

UnlikeHerbert,Vanghan,andCrashaw,

Donnenever, eveninhisreligionspoetry,

belittedphysical love: nopoethaspaid

moreconsistanthomagetoacOmpletehuman

relation. (27)

ThisExtasiedothunperplex

(Wesaid)andtelluswhatwelove,

Weeseebythis,itwasnotsexe,

Weesee,wesawnotwhatdidmove:

Butasallseverallsoulesdothmixeagaine;

Andmakesbothone,eachthisandthat.

(TheExtasie 29-36）

だからSongsandSonets55編中にも随所にこの理念

の展開がゑられ例えばDonneの鬼才が最もよく現われ

ているといわれるOTheFlea'の中に見られる巧承な口

説はDonneが肉体を介在として得られる愛の力の偉大

さをいかに認識していたかを物語るものであろう。 （28）

以上の諸点からDonneの愛の哲学においてはGbody'

により支えられた愛が詩人の在る立場で擁護され序灸に

高揚されて時間をも超越した宇宙を貫く柱となる。そこ

に必然的な存在として認識される6soule'による愛が生

まれやがて飛翔して「神の恩寵」に敬虚に答え神の正し

い配剤を感知する道に詩人は到達するのである。神の道

への厳しい試練のために4body'は有意義な存在を完う

することを義務づけられることになる。 Donneにとっ

て人間を含めた森羅万象が6Metaphysical'なものに出

発するには0physical'なものに一度帰着し6spirit'に

より @meta-'なる世界に入るという道程が必要であっ

たのではあるまいか。この過程での妨僅が遂にはDonne

を宗教詩の領域に運んで行くように思われる。 （29）

Weethen,whoarethisnewsoule,know,

Ofwhatwearecompos'd,andmade,

For,th'Atomicofwhichwegrow,

Aresoules,whomnochangecaninvade.

(TheExtasie 45-48）

と魂の永久不変をうたい上げる。しかし次には

ButOalas,solong,sofarre

Ourbodieswhydoeweeforbeare？

(TheExtasie 49-50）

と決して肉体を置き去りにはしておかない。なぜなら

肉体は魂との相互性によって不可分なものであるからで

ある。

Theyareours, though theyarenotwee,

Weeare

Theintelligencies, theythesphere,

Weowethemthankes,becausetheythus,

Didus,tous,atfirstconvey;

〔Ⅳ〕

さて最後に[1] [I]において論じた実践的な愛の

二平面と〔Ⅲ〕にのべた愛の哲学との出合いはどう説明

されるかを考察してみたい。

SongsandSonets55編中に見られるく一＞になる世

界の「離合集散」は内から外に発せられる反社会的な要
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素をもって反作用的作用により自らの世界を固めようと

する型と｢別離｣によって崩潰する際に起る愛の吐露があ

ることを確かめた。これらのくこ＞にして原理のく一＞

なる世界はいづれもDonneが生きた当時の社会， とり

わけ愛の風俗を詠い上げたものであるからいわば「形而

下」 (physical)なものの存在する世界である。大陸か

ら遅れて英国にたどりついたルネサンスという時流の中

で燗熟期の甘い実のなる「巨木」のいただき附近で演ぜ

られる愛の展開であった。このような世界に対しDonne

は「思わず言ってみたい衝動」に駆られた時に漏れる自

由勝手な椰楡をとばしながらいつのまにか彼自身の定義

を与えていたのである。このような背景をもって派生し

た二つのマイクロコズムのイメージは根底においては共

通である。なぜなら集合型(M,)では地理的又は新科学

へのイメージが多いし離散型(M2)では旅のイメージが

多い。これらは同様に「不安」と「恐怖」を代表すると

いう点では同じとなる。従ってM1,M2を拡大延長して

行けば当時の時代相というものが具現されるわけであり

M1,M2なる平面が次元のちがった現象ではなく比較可

能な同一平面をもつことになる。結局二平面を共通な

「不安」が被っている格好になるが「不安」の原因は

Donne自身の内的葛藤とも外的なそれとも区別しがた

いようである。これについてはJ.E､V・Croftsが彼の

著!JohnDonne: Reconsideration'でDonneの内的

tも樫を記して

TheFrangmentstandsamongDonne'sworks

likeahugeandmultipulatedinscription,The

objectof theverb isuncertain; theverb

itselfobscure; butthereisnodoubtthatthe

sentencebeginswiththeperson @@I" .

AndforDonneeverythingdidsobeginand

end・ Throughouthislifehewasamanself-

haunted, unable toescape fromhis own

dramaunabletofindanywindowthatwould

notgivehimbacktheimageofhimself.(30）

dbody'による愛を考えるならば直ぐに可能になる容易

事である。なぜならばM1,M2においてqbody'により

愛は決して否定されたものではなかったからである。両

面において擁護された肉体的愛は固く結合さるべきもの

であることはOTheAnniversarie'にもあるように

Whenbodies to theirgraves, soulesfrom

theirgravesremove.

(TheAnviversaric: 19-20)

と言う。つまり「肉体の墓場」なのであり「墓場」は

マイクロコズムM1とM2を意味するものと思われる。そ

うすれば無気味に迫り来る「死」のために別離の度毎に

模擬的に演ぜられた「死」の舞台はこの「墓場」なので

ある。先にのべたようにDonneの現世における肉体的

愛の擁護はこの墓より高く抜け出で魂に出合う肉体の存

在する狭い世界で行われていると言える。墓穴は恐ろし

く狭院なものであるがこの墓がM1,M2を含むものとす

ればいわゆる「形而下」の世界は「形而上」的世界にく

らべていかに狭小なるかを比較され得る。換言するな

らば,M1とMzなるマイクロコズムの関係は二つながら

0horizontal'な横軸を形成しこの軸を土台として飛翔す

る一筋の摂理は0vertical'な縦軸を作るとも言えよう。

この0horizontal'なものと ｡vertical'なものの密なる

結合は@body'によりなされるというとも可能である。

こう見るとDonneは現実と思想的空間を単にdphilo-

sophycal'に考えていたのではなく横軸と縦軸とにより

構築される世界を作る匠であったことが立証されるので

ある。何故なら横軸の上に二つの愛の世界(sphere)を

置きそれらを含む大宇宙的qsphere'が更に大きく同心円

を描く格好をとるからである｡あたかも6AValediction;

4ForbiddingMourning'で用いられたコンパスで画く円

のようにDonneは大宇宙が6Divine'なれと祈るので

あろう。この大なる @Sphere'で奏でられる妙なる調和

をなす音楽は次のごとく響きわたるのである。

Weconsistofthreeparts,aSoul,andBody

andMinde:whichIcall thosethoughtsand

affectionsandpassions, whichneithersoul

norbodyhathalone,buthavebeenbegotten

bytheircommunication, asMusiqueresults

outofourbreathandaCornet.(32）

と外的不安が及ぼした彼の内的祐復の状態について明

らかにしている。 Donneのこの態度についてはDonne

の失意の時代にモンテーニュと共に英国に入ったといわ

れる懐疑的な趣向(31)にDonneは甘んじていたとは考

えたくない。なぜなら深刻な懐疑はddeath'という人間

にとり不可避な無気味な巨人的課題にとりつかれてしま

うからである。この課題を背負いながらDonneはM',

M2という小宇宙を飛び出したい衝動に駆られている。

しかしこの衝動は〔Ⅲ〕に検討した愛の哲学にゑた

Donneはこの@Sphere'の中を祐裡しながら4Musique'

を求めさまよったのである。そして遂には荒野をさまよ

う旅人が天なる星に望永を託したように宗教的な一点の
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明りに望象を託して行くのである。 impassioned,moretender,and,one.cannotbut

feel,morepersonalandlessdetachedthanthe

rest, andofwhichit is temptingtosuppose

(howjustifiablylshallproceed toconsider)

thatsomewereatleastpartly inspiredbyAnn

More:

と述べThegood-morrow,TheSunneRising,

TheCanonization,AirandAngels,TheAnni-

versarie,AValediction:ofweeping,ANocturnall

UponSt・ Luciesday,AValediction: forbidding

mourningなどを挙げている。従って本稿ではAnn

を軸にして展開される詩を中心に論ずることにな

る。AnnがDonneにとっていかに大きな精神的支

柱であったかは本稿〔Ⅲ〕においても述べたが

J・Bennett女史も JohnDonneに関する著0Five

MetaphysicalPoet3(P20)でAnnの愛情がいか

にDonneのdcharacter'をはぐくんだかを述べて

いる。

(6) A、J・Smith: op. cit. P55

@Theirlovealoneexemptfromtime,andmakes

themunique, superiortoall theworld'shours

andriches,andeventothesun;

(7) JoanBennett: FiveMetaphysicalPoets

(CambridgeattheUniversityPress) 1964 P40

(8) P12TheSunneRisingLL、 30

(9) A.J.Smith: op. cit・ P49-P54

⑩P15 @TheCanonization' LL、 21－22

(1D P15 ,TheCanonization' LL、 22

⑫J.B.Leishman: op. cit. P179

⑬O.E.D1961,Cの頃P109に見られるように

(1) Thedeadbodyofmanandbeast. （3) In

latertimes, inapplicationtothehumanbody,

deadoralive, ithasgraduallycome tobea

termofcomtempt. などから (5)Thedecaying

skeltonofavesseloredificeなどを含む語として

扱うべきではなかろうか。

⑭P19 $Song' LL. 17

⑮WilliamEmpson: SevenTypesofAmbiguity.

(ChattoandWindus) 1965. P142 LL6-7

･･･ suggests, insteadofamereheapofworld-
‘

tears, sucha floodasdescendedupon the

wickednessoftheantediluvians.

⑯WilliamEmpson: op.cit. P141 LL.6

⑰P44@ ANocturnalluponSt.Luciesday,Being

､以上論じて来たことから結論を述べればSongsand

Sonetsにおける愛の諸現象の最大公約数はDonneに

とっては好ましい半球の構築であったのである。最下位

に「墓場」なる平面を設定し「恐怖・不安・肉体」によ

り象徴される現実でいわゆる「形而下」の小半球を作っ

ている。また「魂」によって象徴される「形而上」の上

部半球が垂直に設定させる。これらの6vertical'なもの

と 6horizontal'なもののなす大半球の立体的空間の中

をDonneは魂と共に「真」なるものに向って飛翔しよ

うと願うのである。 「形而下」において詩人の心胆を寒

からしめた「死」の問題も恐らくは「形而上」的半球の

極にあると思われる「神」の摂理に続く道に回帰するこ

とにより救済をえることが出来るのであろう。

ともかくDonneは人間の奥底にある「虚無」と「不

安」に絶えず脅やかされながら混迷の中にも何かがある

のではないかと自ら問いながらSongsandSonetsを

うたい戯言に素顔を被わせながら中世的な「秩序」の回

復をこれに託したのではないかと思われる。

テキストはHerbertJ.C・Grierson: Thepoems

ofJohnDonne,volumei,Thetextof thepoems

withappendixes.(OxfordattheClarendonPress)

1963.を使用した。以下特別な指示がない場合は本テキ

ストの該当頁数を表わす。

(1) A.J・Smith: JohnDonne,TheSongsand

Sonnets． (EdwardArnold) 1964. P54

(2) J.E.V・Crofts: JohnDonne:AReconsideration

(TwentiethCenturyViews,ACollectionofCritic

al EssaysEditedbyHelenGardner) (Prentice-

Hall,Inc,EnglewoodCliffs,N.J) 1962. P77

(3) J．B.Leishman:TheMonarchofWit

(Hutchinson) 1962. P223

(4) P15TheCanonizationLL.33
6

……awell-wroughturn'

(5) J.B・LeiShman: op. cit. P179 Leishmanは

SongsandSonets全体の詩を要素別に7つの型に分

類している。その6番目の中には次のようにある。

(6) Twentypoems, includingtheproblematical

Nocturnall,andtheDissolution,which,although

therelationshipbetweenwitandpassion, intel-

lectandfeeling, isbynomeansuniform, are

neverthless,asagroup,moreserious,more
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theshortestday' LL.15

⑱cf (5)

⑲A.J.Smith: OP. cit・ P47-P49

"cf. (19

@1) J.B.Leishman: OP. cit. P184X,同要旨の

ことをBennet女史も述べている。

J.Bennett: op・ cit・ P20LL. 9

J.Bennett: op.cit・ P20LL. 10-11

@,Herbert. J.C.Grierson: ThepoemsofJohn

Donne,volumeii, IntroductionandCommentary

(OxfordattheClarendonPress)1963.XXXV

LL、 24-27

"P8 @TheGood-Morrow' LL.20-41

@9 J.Bennett: op.cit． P33

"P50 .Aforbiddingmourning' LL.13-15

@D J.Bennett: op. cit. P25 LL、 32-35

@3 P40 @TheFlea' LL、 3－9

X, S､L・Bethell: Gracian,Tesauroandthe

NatureofMetaphysicalPoetry (1953)において

特にTesauroの理論と酷似する。

"GeorgeWilliamson: TheDonneTradition(Th

NoondayPress) 1958. P50-51

Donne'ssubjectmatter ismainly loveandre-

ligion, towhichhebroughtimmenselearning,

varietyofmood, andperhapsonedominating

idea.Herangefromsensual tomysticalconcep-

tionofloveisanoldstory, but lesshackneyed

istherelationof this range tohisreligious

thought・Thisrelationinvolvesanotherrelation

whichishisdominantidea,therelationofsoul

tobody,orthethemeof @TheExtasie' and,in

onewayoranother,ofsomuchofhispoetry･･･．

と述べDonneのqbody'から出発してdreligious'

なものへの過程を詳しく述べている。

"J.E､V.Crofts: op. cit. P82

61) GeorgeWilliamson: op.cit. P17

"GeorgeWilliamson: op.cit・ P24において

Letters(1910)no.XXVでDonneが述べた主旨を

引用している。

その他の参考書目
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